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｜Model Management Bundle 概要
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Model Management Bundle：プロダクトとサービス

3

Cloud Desktop

NavisWorks
Manage

Recap Pro

Assemble Tandem for ACC

Docs

⚫ ファイル管理
⚫ ビューワー
⚫ バージョン管理・比較
⚫ ワークフロー

⚫ 統合モデルで一元管理
⚫ 施工シミュレーション
⚫ ACCとの連携
⚫ 点群データ活用

⚫ 点群・メッシュ作成
⚫ 3Dモデル生成
⚫ ACCとの連携

⚫ BIMデータを抽出、分類、
再構成

⚫ 数量算出
⚫ 進捗管理

⚫ デジタルツインのための
プラットフォーム

⚫ BIMデータのアセット情
報を活用

⚫ 設計コラボレーション
⚫ 干渉チェックと指摘
⚫ 設計データの進捗・変更

管理

Model Coordination & 
Design Collaboration
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Docs
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単一の文書管理プラットフォームでファイルを整理・配布・共有し、プロジェクトメンバー全員が
必要な情報にリアルタイムにアクセス

すべてのプロジェクトデータの一元管理

堅牢なアクセス制御

2D/3Dビューワ※CAD/BIMライセンス不要

命名規則

バージョン管理・バージョン比較

文書レビュー・ワークフロー

メタデータ管理

モバイルアクセス
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Model Coordination & Design Collaboration
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モデルのレビューやマークアップ、問題管理、変更分析、衝突検出など、設計コラボレーションと調整プロセス全体を管理すること
により、プロジェクトチームが設計意図と施工性を調整し、実行できるようにする

設計データへのアクセスを共有

信頼性の高いアクセス管理

包括的なプロジェクトタイムライン

有益なプロジェクト情報

高度な変更解析

自動干渉チェック

Revit、Civil 3D、を開かなくても、Web ブラウザから簡単にモデルをレビューし、設計の指摘
事項を特定して割り当て、すばやく解決できます。50 種類以上のファイル タイプに対応します。

チーム、プロジェクト、アカウントを一元的に管理できます。自動管理機能により関連データに
安全にアクセスできるため、チームの作業に集中できます。

共有する設計パッケージの日付とコンテンツを簡単に確認し、多分野間のプロジェクトで
データ交換を管理できます。

共同設計のプロセス全体にわたって指摘事項を追跡し、独自のプロジェクト データを活用し
て計画と予測可能性を向上させます。

任意の組み合わせのモデルを 2D または 3D で表示し、各専門分野における変更が、計画されて
いる作業にどのような影響を与えるかを把握できます。

モデルをアップロードすると、自動的に干渉チェックが実行されます。干渉箇所を特定して直感
的なマトリックス形式で結果を表示し、グループ化して作業の優先順位を決めることができます。
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Assemble
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BIMモデルに含まれるデータを抽出・分類・再構成し、
入札管理・見積・積算・プロジェクト管理・スケジュール・進捗管理等用途毎に最適な形に変換

設計モデル 施工モデル

データ抽出｜分類｜再構成

WBS作業構成図 数量算出 見積・積算

入札パッケージ 工程スケジュール etc..
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Tandem
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▸ 洞察を行動に変える

▸ 参照資料にアクセスする

▸ 明確な意思決定を行う

▸ 適切なデータに掘り下げる

▸ 関係性をたどる

▸ 円滑にナビゲートする

▸ 注意を必要とすることを理解

▸ 傾向を捉える

▸ 異常を特定する

実行調査モニタリング

Tandem for AECのライセンス形態では時系列データ保持期間に制限（14日間）があります
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NavisWorks
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概要：コーディネーションモデルとレビュー

❖ 設計データの統合

• 幅広いファイル形式のサポート

• 巨大モデルの取り扱いが可能

• リアルタイムナビゲーション

• モデルジオメトリとプロパティ管理

• 外部データをNWCへ取り込む

• Revitの属性情報連携が強化
共有パラメータ表示に対応等

❖ 分析とコミュニケーション

• 4Dシミュレーションによる施工検討

• 干渉チェックによる設計データ検証

• 設計データのビジュアライズ

• 無償ビューアの提供
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Recap Pro
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❖ Autodesk ReCap Pro

o Faro, Leica, Z+F、TOPCON, Riegl、などの
点群ファイルを読み込み

o Lidarなど手軽な点群も最近では利用可能

o 多くのAutodesk製品との連携

o スキャンデータの可視化、計測、編集

o Real View（パノラマ表示）

o 点群のメッシュ化はAutodesk Docsを介して可能

❖ Autodesk ReCap Photo

o 複数の写真からオルソ画像/3D点群/3Dメッシュを作成
（クラウドクレジットが必要）

o 各種アプリからの3Dメッシュを挿入、
メッシュの問題を診断/修正

o 距離の計測、2つのモデルの比較

概要：リアリティキャプチャデータ作成、管理、共有、活用

Revitへ取り込み
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｜ユースケース：指摘やデータ管理
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一般的な情報管理・共有環境イメージ
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プロジェクトデータの所在

利用者が求めるのは図面と図面に関連したデータ群

指摘事項と
指摘への対応

図面に関して
のやり取り

図面作成の
経緯

図面作成の
メンバー

ファイルサーバ ワークフローチャットメール アプリストレージサービス個人のPC

図面承認と
その経緯

最新・承認済
図面の所在

前バージョンの
図面と変更箇所

PJに関わった
メンバー本人しか
データ同士の繋がり

分からない..

データ自体のデジタル化、およびデータ管理の方法については業務に関わったメンバーに委ねられており、
関係者が求める一連のデータ群にアクセスしたり、共有するのが困難な状況

スミマセン..
PJ毎にデータ管理の
方法が違うので、
私も覚えていません

PJ毎に異なるデータ管理 汎用ストレージの機能不足 ツールによるデータの分断
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指摘事項や課題管理の課題
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入力が大変 図面のどの箇所の指摘？ 指摘の重複や齟齬

指摘のカテゴリや重要度が
分かりづらい

指摘の是正状況を追えない
知識や経験を

別プロジェクトに
活かせない
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課題の原因
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Box

図面

チャットメール

指摘管理表 会議事録 関係者間のやりとり 関係者間のやりとり

データが複数のクラウドに散在し、データ同士の繋がりが個人の記憶に依存

個人の記憶

本人じゃないと
データの所在は
分かりませんね

データの所在と繋がり

SharePoint OneDrive
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指摘の重要度別管理方式
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通常の課題 クリティカルな課題

Docs

指摘事項

Docs

指摘事項

Model Management Bundle

ミーティング
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指摘に関連する業務とデータの一元化
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マークアップ

指摘事項

担当者割当

期間設定

コメント

参照ファイル

ステータス

写真

」

是正指示が記載された図面へのリンク
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指摘に関連するデータの紐づけ｜写真・フォーム・スケジュール等
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写真

フォーム
(検査表など)

スケジュールコミュニケーション
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ミーティングによる指摘管理の強化
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各項目に関連するデータの紐づけ｜写真・フォーム・スケジュール 等
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写真

フォーム
(検査表など)

スケジュールコミュニケーション
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全指摘のステータス管理
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指摘のステータス・進行状況が一目瞭然



© 2025 Autodesk. All rights reserved.

各指摘の対応状況をトラッキング
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◼ 数千、数万件に登る大量の課題を一つの画面で効率的に管理

フィルターによる課題の抽出
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【従来】プロジェクト全体に存在する夥しい数の指摘・課題管理表
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ACCによるプロジェクト全体の指摘・課題管理を一元化
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ACCによるプロジェクト全体の指摘・課題管理を一元化
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｜ユースケース：設計図書の進捗管理
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ACCによる提出図書管理の最適化
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出図管理の現状と課題

◼煩雑な進捗管理：
数百種類に及ぶ提出図書の提出日や実績をExcelで手動管理されて
おり、入力ミスや最新版の把握が困難

◼非効率なレビュープロセス：
図書の共有はBox、承認レビューのやり取りはメールやチャット、
Excelに分散しており、コメントの見落としや履歴の追跡が困難

◼レビュー内容、状況の可視化不足：
各図書レビューの内容や経緯、進捗状況を把握するのが難しく、
図書レビューに膨大な時間を要し、工程全体の遅延を招いている

◼情報の一元管理の欠如：
図面、レビューコメント、承認履歴など、出図に関する情報が様々
なツールに散在し、必要な情報を見つけるのが困難で、新旧図面の

混在が不要な手戻りを招いている

１物件あたり数百種類以上の図書
施工図の承認済んで
ないのに工事が
始まってるし..
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ACCによる出図管理の最適化｜「提出物」の活用
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Build｜提出物の特長

◼提出物の一元管理と進捗の可視化：
⚫ すべての提出物をACC上に一元管理し、リアルタイムで提出状況、

レビュー状況、承認状況をダッシュボードで可視化

⚫ Excelでの手動管理から解放され、最新の進捗を正確に把握

◼承認ワークフローとレビュー機能：
⚫ 提出図書のワークフロー機能を搭載

⚫ 提出された図面はACC上で直接レビューでき、コメントやマーク
アップを直接図面に書き込むことが可能

⚫ ワークフローは、担当者・部署間、社外関係者間設定が可能

⚫ メール等のやり取りを最小限に抑え、承認プロセスを効率化

◼コミュニケーションの集約と履歴管理
⚫ 図面レビュー（コメント、質疑応答など）を提出物上で完結させ、

情報の散逸を防止

⚫ 図書承認レビューの履歴が可視化され、後工程の担当者が当該図書

の意図を把握するのが容易となる

⚫ 関係者間で誰が何をいつまでに提出するのかを共有

⚫ 各図書の提出・レビュー状況が可視化

ワークフロー機能｜図書承認レビュー

⚫ 単一画面内での図面・BIM・関連書類の参照

⚫ コメント入力・指摘事項による修正指示

提出図書一覧
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ACCによる出図管理の最適化｜業務フローイメージ
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社内外関係者間の図書の提出管理・レビュー・現場への展開を単一画面で提供

ゼネコン

設計事務所

1 図書提出指示

◯◯不動産

2 図書作成

3 レビュー・指摘

4 修正 8 修正

10
関係者への
図書公開

11
当該工事に

着手
6 図書提出

7 レビュー・指摘 9 レビュー・承認

5 レビュー・承認

初版 xx版 xx版
承認
済
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ACCによる出図管理の最適化｜提出物の導入効果
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◼単一のワークプレイスによる業務効率化：
⚫ 図書の管理、承認一連の業務フロー、コミュニケーション、

データがACCという「単一のワークプレイス」に集約され、
メール、チャット、Boxなど、複数ツールの使い分けに要した膨大
な工数の削減と情報の散在による混乱からの脱却に成功

◼プロジェクト全体のスピードアップ：
⚫ 自社内はもちろん、関係者全員（ゼネコン、設計事務所）との

図書面承認プロセスの効率化により、承認遅延のリスクを低減し、
各工程への着手準備を迅速化

◼手戻りの削減と品質向上：
⚫ 最新の正確な図面と承認状況を関係者全員で共有できるため、

手戻りや認識齟齬によるミスを削減し、施工品質の向上に貢献

⚫ 図書のレビュー・承認の経緯が後工程の担当者も容易に把握する
ことが可能となり、図書の意図を正確に理解

提出物の導入効果
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ACCによる出図管理の最適化｜AI活用に向けての狙い
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◼単一のワークプレイスによる業務効率化：
⚫ 図書の管理、承認一連の業務フロー、コミュニケーション、

データがACCという「単一のワークプレイス」に集約され、
メール、チャット、Boxなど、複数ツールの使い分けに要した膨大
な工数の削減と情報の散在による混乱からの脱却に成功

◼プロジェクト全体のスピードアップ：
⚫ 自社内はもちろん、関係者全員（ゼネコン、設計事務所）との

図書面承認プロセスの効率化により、承認遅延のリスクを低減し、
各工程への着手準備を迅速化

◼手戻りの削減と品質向上：
⚫ 最新の正確な図面と承認状況を関係者全員で共有できるため、

手戻りや認識齟齬によるミスを削減し、施工品質の向上に貢献

⚫ 図書のレビュー・承認の経緯が後工程の担当者も容易に把握する
ことが可能となり、図書の意図を正確に理解

◼データ活用の高度化：
⚫ 図書承認の証跡がすべてシステム上に記録されるため、

関係者間の誤解・誤認が大幅に減少

⚫ 通監査対応やコンプライアンス遵守の強化にも貢献

⚫ 一連の図書承認の過程で実施される関係者間のやり取りには
各社の重要なノウハウ・洞察が含まれおり、ACCはそれらの
業務ログを構造化データとして時系列に保存する

提出物の導入効果 ACCは一度で二度オイシイ

特定部位に
集中する
問題の発見

問題の

原因分析の加速

リスクの高い
指摘事項の
自動識別

作業指示書の
自動生成補助

AI

時系列で蓄積する
多面的な業務ログ

構造化されたデータ
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｜ユースケース：検査業務
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配筋検査の業務フロー
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指摘箇所の
撮影

検査報告書
作成

報告書
回付

現場所長
承認

承認済
報告書受取り

設計部長
承認

是正箇所
写真撮影

是正内容を
チェック

是正報告書
作成

是正報告書
回付

図面に
指摘内容を

記入

監理者

現場
担当者

是正作業
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配筋検査の業務フロー｜紙・アプリ・手作業の乱立

32

指摘箇所の
撮影

検査報告書
作成

報告書
回付

現場所長
承認

承認済
報告書受取り

設計部長
承認

是正箇所
写真撮影

是正内容を
チェック

是正報告書
作成

是正報告書
回付

図面に
指摘内容を

記入

監理者

現場
担当者

是正作業

報告書作成に
長時間を

要している

写真の整理
長時間を要する

一連の情報、
やり取りが

ナレッジとして
蓄積されない

一連の情報、
やり取りが

ナレッジとして
蓄積されない

業務品質 生産性
業務品質

と
生産性

写真と
指摘の関連付け

が弱い

レビュー者が
出張中で
押印して
もらえない

アプリで共有され
た写真を見て
是正状況を
チェック

報告書作成に
長時間を
要している

是正状況の
報告にかかる

手間と時間
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ACCによる業務フロー改善
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監理者

現場
担当者

是正作業

WF回付 室長承認
指摘詳細
を記入
WF回付

シートに
指摘を
配置

指摘に
写真を
配置

作業所長
の承認

指摘事項への
是正内容の
記入と

写真の添付

是正内容
を即確認
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ACCによる業務フロー改善｜生産性向上
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監理者

現場
担当者

是正作業

WF回付 室長承認
指摘詳細
を記入
WF回付

シートに
指摘を
配置

指摘に
写真を
配置

作業所長
の承認

指摘事項への
是正内容の
記入と

写真の添付

是正内容
を即確認
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業務フロー比較
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指摘箇所の撮影

検査報告書作成

報告書回付 作業所長承認

承認済報告書受取り 室長承認

是正箇所
写真撮影

是正内容確認

是正報告書作成

是正報告書回付
図面に

指摘事項を記入
監理者

現場
担当者

監理者

現場
担当者

WF回付 室長承認
指摘詳細
を記入
WF回付

シートに
指摘を
配置

指摘に
写真を
配置

作業所長
承認

指摘事項への
是正内容の
記入と

写真の添付

是正内容
を即確認

従来の業務フロー

ACCベースの業務フロー
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東洋建設におけるBuildの活用例

36

⚫ 監理者検査でのBuild活用

⚫ 対象現場は7階建て延べ4000㎡の保管倉庫

⚫ 2023年11月に着工、2025年1月の引き渡しを予定

⚫ 設計施工案件として、温湿度管理を徹底する高度なプロジェクト

概要

⚫ 協力会社だけでなく発注者とも情報共有し、情報共有を円滑化

⚫ 協力会社と指摘事項をACC上で共有

⚫ 各社用の専用フォルダーにBIMデータなどを格納

⚫ 現場関係者トータルで90を超えるアカウントを発行

⚫ 設計担当が主体的に進めるBIM調整会議もACC上で実施

⚫ 建築事業本部設計部では5年前からデザインレビューをクラウドプラット
フォーム上で実施しており、ACCの先行活用経験が今回の物件に繋がっている

Buildの活用方法

⚫ 作業所検査、建築部検査、竣工検査など全てに対応するシステムを目指す

⚫ 本物件から、次につながる成果や課題を示すことを目標としている

今後の展望
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一般的な情報管理・共有環境イメージ
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プロジェクトデータの所在

利用者が求めるのは図面と図面に関連したデータ群

指摘事項と
指摘への対応

図面に関して
のやり取り

図面作成の
経緯

図面作成の
メンバー

ファイルサーバ ワークフローチャットメール アプリストレージサービス個人のPC

図面承認と
その経緯

最新・承認済
図面の所在

前バージョンの
図面と変更箇所

PJに関わった
メンバー本人しか
データ同士の繋がり

分からない..

データ自体のデジタル化、およびデータ管理の方法については業務に関わったメンバーに委ねられており、
関係者が求める一連のデータ群にアクセスしたり、共有するのが困難な状況

スミマセン..
PJ毎にデータ管理の
方法が違うので、
私も覚えていません

PJ毎に異なるデータ管理 汎用ストレージの機能不足 ツールによるデータの分断

再掲
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課題の原因
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Box

図面

チャットメール

指摘管理表 会議事録 関係者間のやりとり 関係者間のやりとり

データが複数のクラウドに散在し、データ同士の繋がりが個人の記憶に依存

個人の記憶

本人じゃないと
データの所在は
分かりませんね

データの所在と繋がり

SharePoint OneDrive

再掲
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データの分断が業務の分断を招いている
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ソリューションによって紙ベースの情報がデジタルデータ化されたが、業務プロセスごとに乱立したソリューション同士の
データ連携が行われておらず、手動によるデータ連携等を強いられ、工数が増し、業務プロセスが分断される

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤

ツールA ツールB ツールC ツールD ツールE

手動での
データ連携

手動での
データ連携

手動での
データ連携

手動での
データ連携

⚫ 工数の増加
⚫ ヒューマンエラーによるデータの真正性の欠如
⚫ 不要な手戻りの発生に伴う損害
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ACCによるデータマネジメントのイメージ
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指摘

ACCの中ではあらゆるデータがシームレスに繋がる

議事

メール

チャット

ワークフロー 集計表

図面・モデル



© 2025 Autodesk. All rights reserved.

ACCが実現すること
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包括的な業務の

デジタル化

１ 2 3 4

ツールの使い分けから解放され、

業務データの一元管理が可能に。

業務プロセスの連続性の確立と

一貫性の強化によって、

業務効率化と品質向上を支援

信頼できる唯一の

情報源

ツール統合による

業務プロセス最適化

図面・BIM/CIM

データの活用促進

ACC上のデータは、"信頼できる唯一の情報
源"となり、メンバーは、最新かつ承認を得

て公開されたデータへ
迷わずアクセスすることができる。
誤ったデータ利用による手戻り、

損失のリスクを最小化する。

(従来分断していた)ファイル共有、
図面・BIMのビューワー、指摘事項、
ワークフロー等をACC上で統合。

データの分断を改善し、業務プロセスの連
続性と一貫性を強化。

ACC上の図面・BIMを直接ビューイングす
ることが可能となり、それらに直接
朱書きや指摘を打つことができる。

コピーデータの発生を防止するとともに、
BIMデータの活用の幅を広げ、

活用を促進する。
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